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「岐阜県安全・安心まちづくり情報」第２１号をお届けします！ 

日頃は「安全・安心まちづくり県民運動」にご尽力いただき、誠にありがとうございます 
 
＜今号の記事内容＞   
● 県内の犯罪情勢（平成２７年）について 

● 特殊詐欺被害が依然として多発 

● 子どもへの声かけ事案が急増！ 

● 地域で活躍している仲間を紹介～「えなっ子あみの目安全隊（高山市）」 

●「安全・安心まちづくり地域連携会議」を開催しました 

 

 

 
 

岐阜県における平成２７年中の刑法犯認知件数は１８,１６１件で、前年より２,０３１件（△１０.１％） 

減少し、ピーク時（平成１４年）の３分の１近くにまで減少しました。このうち、窃盗犯の認

知件数は１３,１３９件で、前年より１,４１６件（△９.７％）減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岐阜県 安全・安心まちづくり情報 
～ 第２１号 ～ （平成 28年 3月） 

 

 

 

県内の犯罪情勢（平成２７年）について  【統計値：岐阜県警察資料（暫定値）】 

安全･安心 

～平成２７年中の窃盗犯認知件数（カッコ内の数値は前年比）～ 

●窃盗犯総数 １３,１３９件（△１,４１６件） 

＜主な手口別＞ 
・空き巣    ８２２件 （ △９３件） ・居空き      ３８件（ △２３件） 
・忍び込み   ３５６件 （＋１１８件） ・自動車盗  ２４３件（ △４２件） 
・自転車盗  ２,７８７件（△３１９件） ・置引き   ８７８件（△１１６件） 
・車上ねらい １,７１１件（△１３９件） ・万引き  １,６１２件（ △３５件）  

 夜間、家人が就寝中に住宅へ侵入し、金品を盗む「忍び込み」が急増！ 
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岐阜県における平成２７年中の特殊詐欺（振り込め詐欺・振り込め類似詐欺）の発生件数は

２３３件（前年比△５２件）で、被害金額は約１０億８６３万円（同約△２億７,１８８万円）と

なり、過去最悪を記録した昨年より減少したものの、依然として多くの被害が発生しています。 
 

●平成２７年の特殊詐欺の発生状況（岐阜県） 

岐阜県内の 

被害金額は 

１０億円超！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

*～還付金詐欺の被害が増えています～* 
 

特殊詐欺のうち被害が増加しているのが「還付金等詐欺」です。平成２７年の発生件数 

  は４８件で前年の５倍を超え、被害額は約４,３６８万円にのぼっています。 

「還付金詐欺」は､自治体や年金事務所等の職員を装い、税金、医療費などの還付を口実 

に、携帯電話で言葉巧みにＡＴＭを操作させるなどの方法でお金を振り込ませる詐欺です。  
◆被害にあわないために⇒ ・医療費などの還付金がＡＴＭで返還されることはありません。 

・「お金が返ってくるので携帯電話を持ってＡＴＭへ行くように」 

と言われたら、還付金詐欺です。 

・不審な電話はひとりで判断せず、家族や警察に相談を。 

 

 

 

 
 

岐阜県における平成２７年中の中学

生以下の子どもに対する声かけ事案等

（犯罪被害には至らないが、その前兆と

してとらえられる声かけ、その他子どもに

不安を覚えさせるような言動があり、警察

が認知した事案）の発生件数は３６８件

（前年比＋９５件）で、４年連続の増加と

なりました。 

特に、下校時間帯（１５～１８時）にお

ける路上での被害が多くなっています。 

 発生件数 前年比 被害金額 

特殊詐欺 ２３３件 △５２件 約 10億 863万円 

 振り込め詐欺  ２０９件 ＋２件 約 4億 16万円 

  オレオレ詐欺   ４８件 

件 

△３件 約 1億 167万円 

  架空請求詐欺 ９８件 △２９件 約 2億 3,383万円 

  融資保証金詐欺  １５件 △５件 約 2,099万円  

  還付金等詐欺  ４８件 ＋３９件 約 4,368万円 

 振り込め類似詐欺 ２４件 △５４件 約 6億 846万円 

  金融商品等取引 １８件 △４０件 約 5億 9,602万円 

  ギャンブル必勝法 ４件 △１２件 約 823万円 

  異性紹介   １件 △２件 約 40万円 

  その他 １件 ±０件 約 381万円 

特殊詐欺被害が依然として多発（平成２７年）  
【統計値：岐阜県警察資料】 

被害者は 
65歳以上が6割超 

  子どもへの声かけ事案が急増！（平成２７年） 
【統計値：岐阜県警察資料】 
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～ 地域で活躍している仲間を紹介します ～ 
 

 

 
 

高山市で１０年以上にわたって子どもの登下校 

の見守り活動を続ける「えなっ子あみの目安全隊」 

をご紹介します。 
 

■結成年月   平成１７年７月  

■活動エリア  江名子校区（高山市） 

■代表者    丸山 昌平 

■構成員数   ３７人 
 

▼隊長の丸山 昌平さんにお伺いしました。  
【活動を始めたきっかけ】 

平成１６年秋に「飛騨ふる里トンネル」が開通したことにより、江名子校区内の交通量が増加し、それま

での農村基盤の町らしい落ち着き、静けさが少しずつ失われていきました。 

平成１７年４月、江名子小学校児童の連れ去り未遂事件が発生したことを契機に、ＰＴＡが中心となっ

て、具体的な対策・見守り活動の組織運営などについて検討が進められました。同年７月には、ＰＴＡ、社

教連合、連合町内会、民生児童委員、交安委員会、長寿会、各種女性部などが参加して「えなっ子あみ

の目安全隊」を結成し、江名子小ＰＴＡの地区委員会組織を中心に子どもの登下校時の見守り活動を行

うこととしました。  
【活動の経緯】 

活動に先立ち、車のサンバイザー取付用の「パトロール実施中」

のステッカーと、黄地に青で隊名を表示した専用ベストを新調し、平

成１７年９月から登下校時の見守り活動をスタートしました。 

平成１８年に「山王トンネル」が開通したことにより丹生川方面か

ら高山市内へと向かう車両も加わって交通量が激増し、ラッシュ時に

子どもだけの判断で交差点を渡ることが極めて困難、危険な状態と

なったため、交通整理と子どもの安全確保、そして通学に付き添う見

守り活動を行うようになりました。 

その後も、交通網の整備や地元企業の事業拡大等によって校区内の交通量・渋滞は増え続け、平成 

２４年頃からは交差点での交通指導が活動の中心となりました。子どもの安全を脅かす交通事情の激変

に対して、われわれ安全隊としては、町内会への各種要望（横断歩道への横断

旗の設置、歩道橋の架設、歩道表示の補修など）の提出、子どもの安全確保に

関する関係団体の懇談会等の開催・出席、交通事情の激変と整備上の問題点

に関する行政への提起など、様々な活動を行ってきました。 

また、子どもたちの安全確保に生かそうと、平成２６年から毎年、荏名神社前

交差点で１週間の交通量調査を行っています。 

現在は、昨年４月に設立した「江名子校区協働のまちづくり協議会」の子ども

育成委員会傘下の登録団体として、登下校時の見守り活動（平日 6:50～7:40、

14:50～16:00）を毎日続けています｡  
【活動を通しての思い】  

～あいさつ運動と連動させることで、活性化と持続性を図る～ 

子どもたちが大きな声であいさつすることは、一日の始まりを意

識させることになりますし、交差点の緊張感や、ボランティアの存

在を確認させることにもなります。こちら側（ボランティア側）にとっ

ても、子どもたちと元気なあいさつを交わすことが、活気に満ちた

一日のスタートにつながることは間違いありません｡ この好循環が

‘えなっ子あみの目安全隊’の活動を支えていると思います｡ 

えなっ子あみの目安全隊（高山市） 
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安安全全・・安安心心ままちちづづくくりり県県民民運運動動  ～自分の地域の安全は、自分たちで守る～ 
  

岐阜県 環境生活部 環境生活政策課 生活・交通安全係 

〒５００-８５７０ 岐阜市薮田南２－１－１  

TEL ０５８－２７２－８２０５  FAX ０５８－２７８－２６０５  

e-mail c11260@pref.gifu.lg.jp  

＊岐阜県安全・安心まちづくりポータルサイト http://www.pref.gifu.lg.jp/kurashi/shohi-seikatsu/bohan/ 

 

 

hi/ 

 

 

昨年１１月、県庁（岐阜会場）と可茂総合庁舎（中濃会場）で、

「安全・安心まちづくり地域連携会議」を開催し、両会場合わせ

て１１２人の方にお越しいただきました。 

この会議は、自主防犯ボランティア団体、企業、行政、警察、

学校など関係機関が情報交換を行うことにより、地域住民と行

政の協働による地域安全運動を効果的に実施することを目的と

して開催しており、毎年多くの方にご参加いただいています。 

当日は、県警察本部生活安全総務課からの「最近の

犯罪情勢」に関する講話に続いて、岐阜会場では正木

地域安全パトロール隊（羽島市）の味岡 巌隊長、中濃会

場では伏見校区安全ふれあいサポーター（御嵩町）の浅

井和明会長に、活動事例発表をしていただきました。 

また、参加いただいた方々には、小グループに分かれ

て地域安全活動における課題や今後の活動について意

見交換を行っていただき、それぞれの地域の取組み、方

向性などについて情報を共有する機会となりました。  
～ 県内各地から多数の方にご参加いただき、ありがとうございました ～ 

 
 

●ご案内 
 

「安全・安心まちづくりアドバイザー」派遣 
～ 防犯ボランティア団体・自治会の会合、企業の職員研修などでもご利用ください ～ 

県では、防犯に関するまちづくりの取組みを応援するため、防犯設備や地域安全

活動の専門家を無料で派遣して、出張防犯講座を行っています。 

「防犯パトロールの活動方法」、「住宅・店舗の防犯対策」、「防犯用品の紹介」、

「地域安全マップの作成方法」など、講座の内容はご相談に応じますので、お気軽に

岐阜県環境生活政策課（TEL058-272-8205）までお問い合わせください。 

 

高齢者の安全・安心のための出前講座 

「高齢者の安全・安心のための出前講座」は、特に、高齢者の皆さんにとって身近な問題となっ

ている「交通安全」、「防犯」、「消費者被害の防止」をテーマに、県職員等が県内各地に出向いて

お話しさせていただく出前講座です。派遣の費用は一切かかりません。 

受講を希望される団体は､岐阜県環境生活政策課（TEL058-272-8205）へお申し込みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

「安全・安心まちづくり地域連携会議」を開催しました 


